
年
度

（
平
成
）

2
3年
度

2
4年
度

2
5年
度

2
6年
度

2
7年
度

2
8年
度

2
9年
度

3
0年
度

目
標
量

（
億

k
W

h）
1
2
8•
2

0•
0

0•
0

0•
0

0•
0

0•
0

0•
0

0•
0

平成™š年š月š—日 水曜日 (号外第�›号)官 報
同
項
を
第
一
第
十
五
項
と
し
、
第
一
第
十
二
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、「
職
員
」
の
下
に「（
組
合
等
が
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
組
合
等
の
職
員
）」を
加
え
、「
、
組
合
等
は
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
損
害
評
価
員
を
も
当
該
抜
取
調
査
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。な
お
」を
削
り
、「
離

島
を
」
を
「
も
の
を
」
に
、「
で
き
る
も
の
と
す
る
」
を
「
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
四
項
と
し
、
第
一
第

十
一
項
中
「
定
め
て
悉し

つ

皆
調
査
」
を
「
定
め
て
第
一
項
、
第
三
項
、第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
」に
、「
当

該
悉し

つ

皆
調
査
」
を
「
当
該
調
査
」
に
、「
ご
と
に
悉し
つ

皆
調
査
」
を
「
ご
と
に
当
該
調
査
」
に
、「
悉し
つ

皆
調
査
の
」
を
「
当
該

調
査
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
定
組
合
以
外
の
組
合
等
が
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
又
は
収
繭

前
に
お
け
る
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
十
一
項
を
第
一
第
十
三
項
と
し
、
第
一
第
十
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
損
害
評
価
員
を
置
か
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
十
項
を
第
一
第
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

第
十
項
の
場
合
に
お
い
て
、
組
合
等
は
、
第
二
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
と
き
は
、

損
害
評
価
会
の
委
員
又
は
組
合
等
の
職
員
に
当
該
調
査
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
第
九
項
中
「
悉し

つ

皆
調
査
に
従
事
さ
せ
る
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
以
下
「
悉し
つ

皆

調
査
」
と
い
う
。）を
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
組
合
等
が
第
二
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
販
売
数
量
又

は
出
荷
資
料
（
以
下
「
販
売
数
量
等
」
と
い
う
。）に
つ
き
、
当
該
販
売
数
量
等
を
管
理
す
る
者
か
ら
提
供
を
受
け
て

調
査
を
行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
九
項
を
第
一
第
十
項
と
し
、
第
一
第
八
項
中
「
の
調
査
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
調
査
」
に
、「
そ
の
区
域
（
」

を
「
当
該
組
合
等
の
区
域
（
」
に
改
め
、「
実
施
区
域
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
。」を
加
え
、同
項
を
第
一
第
九
項
と
し
、

第
一
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

組
合
等
は
、
第
二
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
組
合
員
等
に
係
る
耕
地
の
全
て
を
見
回
つ
て
共
済
事
故
発
生
の
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
第
一
項
中
「
通
知
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
」
に
改
め
、「（
法
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項

の
共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
当
該
共
済
事
業
の
実
施
区
域
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
抜
取
調
査
の
方

法
に
準
じ
て
行
う
調
査
」
を
「
悉し

つ

皆
調
査
を
行
つ
た
組
合
員
等
又
は
耕
地
の
一
部
に
つ
き
、
当
該
悉し

つ

皆
調
査
の
結
果
を

検
定
す
る
た
め
の
調
査
」
に
、「
場
合
に
あ
つ
て
は
、」を
「
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
準
じ
て
行
う
方
法
」
を
「
準
ず
る

方
法
」
に
、「
行
う
も
の
と
す
る
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、第
二
第
九
項
中「
第

六
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
十
二
項
と
し
、
第
二
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第

八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
十
一
項
と
し
、
第
二
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二

第
十
項
と
し
、
第
二
第
六
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
同
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、同
項
た
だ
し
書
中「
前

項
」
を
「
同
項
」
に
、「
第
八
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
九
項
と
し
、
第
二
第
五
項
中
「
第
一
項

の
」
を
「
連
合
会
抜
取
調
査
、
第
二
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
八
項
と
し
、
第
二
第
四
項
中
「
委
員

を
も
」
を
「
委
員
（
連
合
会
が
販
売
数
量
等
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
連
合
会
抜
取
調
査
（
販
売
数
量
等
を
管
理
す
る
者

か
ら
販
売
数
量
等
の
提
供
を
受
け
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、損
害
評
価
員
）

に
も
」
に
、「
に
従
事
さ
せ
る
」
を
「
を
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

平
成
2
3年
度
以
降
の
８
年
間
に
つ
い
て
の
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
の
利
用
の
目
標

１
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
の
利
用
の
目
標
量
に
関
す
る
事
項

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
の
利
用
の
目
標
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

７

連
合
会
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
調
査
に
参
加
す
る
と
き
は
、
損
害
評
価
員
又
は
連
合
会
の
職
員
に
当
該
調
査
を

行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
に
も
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
第
三
項
中
「
職
員
」
の
下
に「（
連
合
会
が
販
売
数
量
等
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
連
合
会
抜
取
調
査
（
販
売
数
量

等
を
管
理
す
る
者
か
ら
販
売
数
量
等
の
提
供
を
受
け
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
う
場
合
に
あ
つ
て

は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
又
は
連
合
会
の
職
員
）」を
加
え
、
同
項
を
第
二
第
五
項
と
し
、
第
二
第
二
項
中
「
前
項
の
」

を
削
り
、「
は
握
す
る
」
を
「
把
握
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
四
項
と
し
、
第
二
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

２

連
合
会
は
、
組
合
等
が
第
一
第
九
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
損
害
評
価
地
区
を
定
め
な
い
で
第
一
第
一
項
、
第

三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
又
は
収
繭
前
に
お
け
る
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）

を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
連
合
会
が
当
該
調
査
に
参
加
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
調
査
を
も

つ
て
連
合
会
抜
取
調
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

連
合
会
は
、
第
一
第
十
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
第
一
第
二
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
調
査

を
行
つ
た
と
き
、
又
は
組
合
等
の
区
域
に
離
島
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
離
島
に
お
け
る
抜
取
調
査
を
全
て

実
測
の
方
法
に
よ
り
行
つ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
会
抜
取
調
査
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
三
第
一
項
中
「
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
、
沖
縄
総
合

事
務
局
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
「
地
方
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
農
政
事
務
所
統
計
部
、
北
海

道
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所
統
計
部
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
セ
ン
タ
ー
」に
、

「
通
知
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
第
三
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
機
関

そ
の
他
国
の
関
係
機
関
」
を
「
地
方
農
政
局
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、地
方
農
政
局
統
計
部
、地
方
農
政
事
務
所
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
農
政
事
務
所
統
計
部
、
北
海
道
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所
統

計
部
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
セ
ン
タ
ー
又
は
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
畑
作
物
共
済
損
害
認
定
準
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
産
の
農
作
物
及
び
蚕
繭
に
係

る
畑
作
物
共
済
の
共
済
関
係
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
、
平
成
二
十
二
年
以
前
の
年
産
の
農
作
物
及
び
蚕
繭
に
係
る
畑

作
物
共
済
の
共
済
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
新
た
に
設
置
す
べ
き
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
発
電
設
備
に
関
す
る
事
項

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
発
電
設
備
は
、
今
後
、
利
用
の
目
標
量
及
び
基
準
利
用
量
を
踏
ま
え
て
着
実
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
発
電
・
供
給
コ
ス
ト
の
低
減
や
潜
在
性
を
踏
ま
え
た
適
地
選
定
等
を
通
じ
、
当
該
発
電
設
備
の

積
極
的
か
つ
効
率
的
な
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
発
電
設
備
の
中
で
も
、
太
陽
光
に
係
る
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
他
の
電
源
と
比
較
し
、
技
術

革
新
の
余
地
が
大
き
く
、
需
要
の
創
出
に
よ
る
大
幅
な
価
格
低
減
・
普
及
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

現
状
に
お
け
る
他
の
電
源
と
の
発
電
コ
ス
ト
の
差
を
踏
ま
え
た
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
一
号

電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
八
年
間
に
つ
い
て
の
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電

気
の
利
用
の
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一

日
よ
り
適
用
す
る
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号
（
平
成
十
九
年
度
以
降
の
八
年
間
に
つ
い
て
の
電
気
事

業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
の
利
用
の
目
標
を
変
更
し
た
件
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃

止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里
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